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概要

教育・学習データの利活用が多くの教育機関で検討され，実際の活用事例の報告も徐々に増加しつつある．デー

タを用いた分析を行うには，データ提供者の同意が必要であり，その目的や扱うデータを開示する必要がある．九

州工業大学では，入学時にデータの利活用について同意を得ているが，その後の手続きについては，十分な周知が行

われていないのが現状である．本稿では，Learning Management System の拡張機能を用いた同意確認の手法を

提案し，API を活用した同意情報の取得や関連情報の提供を試みる．また，オープンソースのオンラインストレー

ジを使ったデータの流れについて検証し，データ利活用の制限の仕組みについても検討する．

1 はじめに

近年の高等教育機関の教育／学習環境には，Learn-

ing Management System(LMS) や各種クラウドサー

ビスが採用 [1][2] され，各システム上には教育／学習

の履歴データが蓄積されるようになってきた．同時

に，これらのデータを教育や学習の改善に活用する事

例も多くなり，Learning Analytics(LA)が注目されて

いる [3]．教育／学習の履歴や活動を示す様々なログ

データ（以下，学習活動データ）は，LMSや Learning

Record Store(LRS)に，網羅的に収集／保存されるこ

とが一般的になってきた [4]．

このような背景の中，大学 ICT 推進協議会 (AX-

IES) の部会において，『「教育・学習データ利活用ポ

リシー」のひな型の策定について』を 2020.10.12 に

公開*1 (2023.1.26に改訂)している．これに伴い，多

くの高等教育機関では，データの利活用や利活用ポリ

シー，などを制定し，ホームページなどで公開してい

る．九州工業大学においても，学習教育センターホー

*1 https://axies.jp/report/publications/formulation/

ムページにて「教育・学習データ利活用ポリシー」を

公開 [5] してきた．

一方，EUでは，2016年にGeneral Data Protection

Regulation(GDPR)を制定 [6]し，企業や組織が収集

した個人データに，提供した本人がアクセスして訂正

や削除，使用の制限を求めるなど，自身のデータをコ

ントロールする権利の強化を目指している．企業や組

織における個人データの取扱いに関するこの指針は，

EU域内のみならず，世界的な潮流となりつつある．

我々は，「教育・学習データ利活用ポリシー」に従っ

て，収集された学習活動データを，個人管理の可能な

エリアに集め，学生の意思でデータの取り扱いを制御

できる環境の構築 [7] を目指している．これは，「いつ

でもデータ利活用に関する同意を取り下げることがで

きる」に基づく対応を実現するためでもあるが，各個

人の学習活動データは，本来，各個人の所有物であり，

「いつでも自分のデータにアクセスできる」に応える

ことが重要であると考えている．

本稿では，学習手段の多様化や学習環境の変化を考

慮し，学生のデジタル学習環境における学習活動デー

タを，手軽に管理できるフレームワークの検討を行



図 1 学習活動データの取り扱いイメージ

う．本フレームワークは，オープンソースとして公開

されている Moodle[8] と Nextcloud[9] を用いて設計

し，学生・教員・分析者が利用するフレームワークと

しての実現可能性を検証する．

具体的には，Moodle のユーザプロファイル機能を

拡張し，学生の同意／同意しないを収集すると共に，

同意日や関連する情報を Moodle から学生へ提供す

ることを目指す．また，Moodle 上の学習活動データ

のオンラインストレージへの転送を，Nextcloud の

WebAPIを活用して実現する．学生は収集されたデー

タの種類と中身を，Nextcloudにログインすることで，

いつでも確認できるようにする．加えて，Moodle の

WebAPI を経由し，各学生の同意情報を収集しつつ，

Nextcloud のWebAPI を用いて学習活動データの利

用制限を実現する．

2 学習活動の把握の現状

多くの高等教育機関では，対面授業や遠隔授業を実

施するにあたって，個人で所有する情報デバイスを活

用することを想定し，無線 LAN環境の改善 [10] や認

証連携の整備 [11] を行っている．多くの教員は，これ

らのデバイスや環境を意識し，デジタルを活用した教

育活動の実践や自主的な学習を促す機会 [12, 13]の増

加に努めている．

個人所有の情報デバイス上では，文章レポートの作

成やプログラミングなどの演習課題の作成などが行わ

れることが多いため，個人情報デバイス上の学習活動

データは，細かな学習活動ログの取得が期待できる半

面，データ取得の難しさから扱われることが少ない．

一方，LMSやクラウドサービス上での学習活動は，シ

ステムの構成上ログの取得が行いやすく，様々な分析

(LAや IR)結果が報告されている．

2.1 個人情報デバイス

我々は，個人所有の情報デバイス上に蓄積される

学習活動データの有効活用を目標に，研究を進めて

きた [7]．在宅勤務管理ソフトウェアの一つである

ManicTime [14] を試用し，学習活動データとしての

収集が可能かどうか，技術的な検証を試みた．なお，

収集先としては，Nextcloudを用いたが，WebAPIは

用いていない．個人情報デバイス上での学習活動デー

タを，自らの意思で提出してもらう方針とした．

この際，個人情報デバイス上のアプリケーションで

行う学習活動を「単体学習活動」と定義し，LMSやク

ラウドサービスなどを用いて行う「連携学習活動」と

定義して，それぞれの環境に合わせた検討 (図 1参照)

を進めてきた．

2.2 クラウドサービス

クラウドサービス上での学習活動を収集し，学習分

析に活用する試みもいくつか報告されている．例え

ば，Zoom ミーティング上の活動データを API で取

得し，LMSと LRSに登録する実践例 [15] や Google

Classroom上での活動ログを活用した，教師向け学習

ダッシュボードの開発事例 [16] などがある．

いずれも，教員が学生の学習活動を把握するため

に，前者は LMS 上に集約して教員が確認しやすくな

ることを目指し，後者はクラウド上での分析を行い，

教員がその結果を確認できるようにしている．九州工

業大学でも，組織でサイト管理された Zoomを用いた

遠隔授業が行われていた (2020/04～2025/03) が，運

用コストの削減から Teams Meeting を用いた遠隔授

業 (2024/04～)に集約された．そのため，Zoom API

[17] を用いた学習活動の具体的な収集や分析は実践さ

れなかった．

2.3 教育学習サーバ

LMSを用いた学習活動は，LMS上の DBやログに

その記録が残るため，様々な分析 [18] [19] や可視化

システムの提案 [20] が報告されている．また，複数

のサーバから網羅的に学習履歴を集める仕組みとして

LRSの構築や xAPI活用 [21] も進んでいる．

九州工業大学においても，LRSの構築と試用を過去



に行ってきた経緯があるが，現在では，簡易なデータ

レイクとしてオンラインストレージである Nextcloud

を用いたデータの収集・活用を模索中である．

3 教育・学習データの利活用

3.1 同意プロセス

九州工業大学においても，他大学の事例*2 を参考

に，「教育・学習データ利活用ポリシー」を公開し，学

習活動データの利用に関する同意については，入学時

の誓約書・同意書にて取得する方法とした．しかし，

「いつでもデータ利活用に関する同意を取り下げるこ

とができる」については，窓口対応となり，気軽に変

更できるとは言い難い．

一方，広島大学では，履修システム「Myもみじ」の

初回ログイン時に「データ取扱いの同意」画面が表示

され，「同意する」または「同意しない」のどちらかを

選択できるようになっている．また，「Myもみじ」の

メニューからいつでも変更可能となっている．

3.2 プラットホームと保存期間

九州工業大学では，学生向けポータルサイトの整備

が遅れており，また，導入している履修申告システム

(履修登録・成績確認・シラバス閲覧等)には，個人情

報に関する同意画面はあるものの，教育・学習データ

の利活用に関する同意画面は存在しない．

一方，教育・学習データの保存期間は概ね 10 年と

なっており，学部 (4 年) や大学院 (2+3 年) の在籍期

間を考慮すると，妥当な期間であると言える．しかし，

学部で卒業する場合は，卒業後の対応も必要となり，

いわるゆる進学処理が履修申告システムで適切に行え

るかといった課題も残る．卒業生のデータは使用しな

いといった方針も考えられるが，同意が得られるので

あれば，活用したい．

4 Moodleを用いた同意の確認方法

同意の確認・変更を簡易に実現する方法として，

Moodleのユーザプロファイルの活用を試みた．LMS

であれば，少なくとも在籍学生はアクセスが可能であ

り，Moodle のユーザプロファイルは，フィールドを

管理者によって，簡単に拡張することができる．

4.1 ユーザプロファイルの拡張例

図 2(左)はMoodleの標準的なユーザプロファイル

である．「ID ナンバ」は多くの大学でも使用されて

*2 https://momiji.hiroshima-u.ac.jp/momiji-

top/learning/DX Consent.pdf

図 2 ユーザプロファイルの拡張例 (左：標準，右：拡張)

いると推察されるが，本学では学生番号／職員番号

が格納され，教職員および学生の権限では変更でき

ない設定 (閲覧は可) となっている．図 2(右) は本学

が拡張しているユーザプロファイル（統合 ID）であ

る．こちらはすべてのフィールドが閲覧不可となって

おり，変更もできない設定となっている．「外部ツー

ル起動用アドレス」や「氏名」は，Zoomの Learning

Tools Interoperability(LTI) 連係で伝搬に使用した

フィールドである．本フィールドの情報には，連携更

新 (Moodleへのログイン時，一定期間毎) を前提とし

たものと，管理者が手動で変更を行うものがある．

拡張されたユーザプロファイル（統合 ID）は，全学

統合 ID管理システム [11] [22] からMoodleの管理部

局の LDAPサーバ上に伝搬されるものと，Moodleの

管理部局 (伝搬先)の LDAPサーバ上で追加登録され

るものの二種類に分かれている．例えば，「学年」は全

学統合 ID管理システムから伝搬され，「外部ツール起

動用アドレス」や「氏名」は管理部局の LDAPサーバ

上で独自に登録される．原則として，拡張されたユー

ザプロファイル（統合 ID）と管理部局の LDAPサー

バ上の情報は同じものが格納されている．

図 3 ユーザプロファイルの追加拡張例

4.2 教育・学習データのための拡張案

図 3に，表 1の設定に従って，教育・学習データの

ための「同意」チェックボックス，および関連する情



表 1 ユーザプロファイルの拡張例

id shortname name datatype

11 agreement1 同意 checkbox

12 agreement1date 最終変更日 text

13 agreement1initialdate 初期同意日 text

14 agreement1initialidnumber 初期同意時の学生番号 text

15 agreement1initialemail 初期同意時のメールアドレス text

16 agreement1la1 分析結果の表示 1 text

17 agreement1activedata1 学習活動データ 1 text

※ select id,shortname,name,datatype from mdl user info field;

報を提示するためのフィールドを拡張した例を示す．

「最終変更日」には，LMS上の同意情報を取得した

日が，API 制御サーバにより書き込まれる．「初期同

意時の学生番号」や「初期同意時のメールアドレス」

は，卒業時に本人確認の情報として活用*3するために

利用する予定である．なお，「分析結果の表示 1」は

Nextcloud へのリンク情報，「学習活動データ 1」は

データの概要と Nextcloudへのリンク情報を記載する

予定である．

学生からは，自身のMoodleユーザプロファイルを

確認すると，図 4(左)に示すように，自身の同意状況

や関連情報が追加表示され．いつでも確認できる．ま

た，「プロファイルを編集する」を選択することで，図

4(右) のチェックボックス「同意」をいつでも変更で

きるようになる．

図 4 同意の確認と変更方法

4.3 Moodle WeAPIによる情報取得

拡張したユーザプロファイル情報は，Moodleのテー

ブル (mdl user info fieldとmdl user info data)によ

り，簡単に参照することができるため，定期的に，全学

生の同意情報を参照することができる．また，Moodle

WebAPIでも情報を得ることができる．例えば，ある

特定のユーザ (...userpreferences.php?userid=4) の

同意状況を取得したい場合は，core user get usersの

API を criteria[0][key]=id&criteria[0][value]=4 のパ

*3 これで十分とは言えないが，初期検討として定義した．

ラメータ指定で次のような情報を取得できる．

"customfields":[{"type":"checkbox"

,"value":"1","displayvalue":"Yes"

,"name":"\u540c\u610f"

,"shortname":"agreement1"}]

カスタムフィールド名が同意 (agreement1) の値が

1(Yes)で「同意」となり，0(No)で「同意しない」とな

る．なお，その他のフィールドへの書き込みもMoodle

WebAPI で行うことができる．例えば，同意 (agree-

ment1)の変更を，API制御サーバが確認した場合は，

その日付（以下の例では 2025/12/01）を Web API

で書き込むことができる．core user update users の

APIを，次のパラメータで呼び出すことで実現できる．

users[0][id]=4&users[0][customfields][0][type]=

agreement1date&users[0][customfields][0][value]=

2025/12/01

5 学習活動データの管理

過去の研究を踏まえ [7]，LMS上での学習活動デー

タを，LMS から転送する仕組みを構築するにあたっ

て，Nextcloudを採用することにした．Nextcloudに

は，表 2に示すような API機能を有しており，学習活

動データを自動的にアップロードすることができる．

また，Nextcloudに，Webブラウザを用いて直接アク

セスすることで，学生自身による確認も可能となる．

5.1 学生エリアへの自動アップロード

LMS上で集約された学習活動データを，各個人（学

生）のオンラインストレージ上で確認できるように

するために，必要なファイル群を API を使って転

送できるようにする．具体的には，全ユーザの学習

活動データを，Nextcloud 上の LMS 専用管理 ID(例

lmsadmin) が所有するフォルダに Webdav API を



表 2 Nextcloudの API機能 (抜粋)

API機能 Method Syntax Arguments

OCS Share API (.../ocs/v2.php/apps/files sharing/api/v1)

Get all shares from the user GET /shares

Get all shares from a given file/folder GET /shares path他

Share a file/folder with a user/group or as public link POST /shares path他

Remove the given share DELETE /shares/<share id>

Update a given share PUT /shares/<share id> permissions他

Webdav API (.../remote.php/dav/files)

Listing folders PROPFIND /user/path/to/folder

Downloading files GET /user/path/to/file

Uploading files PUT /user/path/to/file

Deleting files and folders DELETE /user/path/to/file

※ https://docs.nextcloud.com/server/stable/developer manual/client apis/index.html (2025.9.22参照)

使ってアップロードする．その上で，各個人のサブ

フォルダ毎に，読み取り専用の共有をかけることでど

のような学習活動データが取り扱われているか確認す

ることができる．

同様な仕組みで，全ユーザの分析結果（ファイル

群）を，Nextcloud上の LA専用管理 ID(例 laadmin)

が所有するフォルダにWebdav API を使ってアップ

ロードする．各個人のサブフォルダ毎に，読み取り専

用の共有をかけることで分析結果を受け取ることがで

きる．

5.2 分析者へのデータ提供

Nextcloud 上の全ユーザの学習活動データの中か

ら，各個人（学生）の同意情報に合わせて，各個人の

サブフォルダ毎に，読み取り専用の共有をかける．分

析者は，使用を許可された学習活動データのみをアク

セスできる．

5.3 検討結果

以上，Moodle と Nextcloud の各 API による制御

を前提に，学習活動データの管理について検討を行っ

た．API連係とデータの流れを図 5に示す．

Moodleには，学習活動データに相当する物を，LRS

に転送するプラグイン (Logstore xAPI) が存在する．

このプラグインをベースに，本研究で必要となる学

習活動データを LMS 内で生成し，Nextcloud に転送

するファイル群を生成するオリジナルプラグインを

開発する．本オリジナルプラグインは API インター

フェース (図 5中の Origianl API)を持たせ，API制

御サーバから指示を受けるようにする．

想定する使用法においては，本フレームワークは十

分機能すると思われる．一方，6 節に示すような課題

も考えられるため，試用運用を開始しつつ，改善方法

を模索する必要がある．

6 今後の課題・計画

6.1 学習活動データの定義

本稿では，学習活動データを一つのファイルとみな

し検討を進めてきた．しかし，LMS 上に限定したと

しても，学生 1名分の学習活動データの種類は多いと

思われる．学習活動データの種類が増えるに連れて，

表 1に示すユーザプロファイルの拡張項目が増えるこ

とになる．

表 3 Moodle：コースレポートの主な種類

名称 内容

コンピテンシブレイクダウン コンピテンシーのレポート

学生エフォート 九工大オリジナルレポート

ログ 一般的なアクセスログ

ライブログ 過去 1時間のライブログ

活動レポート コースログの分析結果

コース参加 モジュール毎の参加状況

活動完了 活動の完了状況

LMS の管理者が Moodle 上のレポート機能で標準

的に取得できる項目を表 3に示す．例えば，ログを選

択した場合は，コースを選択した後に，学生１名を選

択すると，時間，氏名，コンテキスト，コンポーネント

名，イベント名，説明，IPアドレス，といった項目を

取得できる．このログを活動データとして分析に使用

する場合は，「Moodleのログデータ」という概要を表

1の「学習活動データ 1」に格納することになると思わ

れる．収集項目としては実際に分析に使用されるデー

タにとどめる必要があるが，分析者はすべてのデータ

を望む場合も多いため，さらなる検討が必要である．

また，現在は全データの同意を確認する構成となっ

ているが，学習活動データの種類によっては，いくつ

かに分割して同意を確認する方がよいと思われる．こ



図 5 フレームワークの全体像と API連係

れについては，試用運用の中で改善を試みる必要が

ある．

6.2 学習活動データの見せ方

本提案では，学生がWebブラウザを使って，オンラ

インストレージにアクセスすることで，生の学習活動

データを直接提示 (ダウンロード)することができる．

しかし，LMS 上の学習活動データは，複雑であるた

め，そのまま提示しても学生はどのように確認をすべ

きか躊躇する可能性が高い．そこで，学習活動データ

の抜粋を見せるプレビュー機能，あるいは本人のみの

学習活動データを使った解析結果を見せる機能，など

を検討する必要がある．

6.3 離籍後の対応

本稿では，在籍者が同意事項を確認できる仕組みを

検討してきた．しかし，学習活動データを長期に活用

させてもらうためには，離籍後の対応も検討しなけれ

ばならない．例えば，表 1に示す各項目は，原則とし

て LDAP サーバ上にも保管しているため，卒業生用

のWebインターフェースと認証基盤 [23] を用意する

ことで，卒業後も確認と変更ができると思われる．但

し，本人確認の方法には難しさが残ると思われる．

7 まとめ

本研究では，学習活動データを預ける／引き出す

といったデジタルバンクの概念を取入れ，LMS から

LRSへ学習活動データが送信されると同時に，学生自

身が学習活動データを確認できる仕組みを検討した．

学習活動データの取扱いは，自動で収集が開始された

としても，提出したデータの確認や同意の取り消しの

手段が確保されていれば，学生はより安心して学習活

動データを提供できるはずである．

提案したフレームワークは，学習活動データの収集

サーバ (LRS) と機能的に重複するが，学習活動データ

の確認を一か所で行える利点がある．また，Moodle

上のユーザプロファイルを拡張することで，「教育・学

習データの利活用」に関する同意を簡単に収集できる

ため，大学間連係時における同意の取得などにも応用

できると思われる．今後は，検討したフレームワーク

を実際に試用できる状態に仕上げ，年に一度程度の同

意確認や，分析者による分析結果の学生への提示など

を行う予定である．
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